















Characteristics 01 Patients With出向titisC Virus With and 














平均52.O:!: 11. 6歳)を対象とした。 GBV-C!HGVRNAはRT-PCRにて検出し陽性例についてはcompeti t i ve
RT-PCRにて定量を行った。 H2抗体はDi1らの方法を用いて測定した。









本研究は，そのー部を10thAsian-Pacific Congress of Gastroenterology (APCGE)， 47th and 48th 
Annual Meeting of the American Association for thc Study of Liver Diseases(AASLD). 11st Asian-
Pacific Association for thc Study of Livcr (APASL)において発表し， Hepatology 1998;27:1388-1393 
に悶載されたり
論文審査の結果の要旨
G 型型E肝炎ウイルス(ωGß郎V-C/J郎i応GV川)は C~巧吟引附t?引肘1リιJ.慢性引肝こ炎において;両当ネE甫手君貯:千f複左にJ感惑染しているが. これらの患者の長
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i: 11. 6歳)である。 GB附V一C/I閃GVR~川AはR町T一P陀CRにて検山しし'陽性例についてはC∞om即pc凶titiv刊e R町T一P陀CRにて定量
を行つたr.E2抗体はDi1 cらのH法を用いて測定した。
IFN治療前の血清では，GBV-CiHGV 削Aは149例中12例(3%)で陽性， E2抗体は76例(51%)で|場性であり，
うち 4例(3%)は向ー者陽性であった。しかしGBV-C/IlGVRNAまたはE2抗体の有無によって自液検高所見，組
織学所見，HVCRNA塁などに布意な差を認めなかった。 GBV-CiHGVRNAはIFN治療期間中12例全例で低下した
が，治療後6カ月以上陰性を持続したものは4例であった。この4伊IJは治療前のウイルス量の少ない
(壬101-; copi巴s/50μL)1.iE例で，うち 3例ではE2抗体も陽性であった。
以上の結果より次の事を結論づけているc くDC型慢性肝炎の約sド数iこGBV-CiHGV感染の既往がみられた
が長期に持続感染する例はその一部であると考えられたの C2;C型慢性肝炎患者において.GBV-CiHGVの重復
感染はその既往も含め病態には影響を与えないと考えられた。③GBV-C/HGVRNA. E2抗体両者陽性例では
GBV-C!HGV Rl¥Aが低値でIFN治療によって消失する可能性が高いことから， E2抗体がウイルスの消失に関与
していることが示唆された。
本研究は， c型慢性肝炎におけるGBV-C!HGV重複感染の影響を明らかにし GBV-CiHGV感染者の臨床的病
態を解明したものとして.著者は侍士(医学)の学位を授守されるに仙ーするものと認められた。
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